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重  要  

 

本取扱説明書を読み、内容を理解してから当製品 

を操作・点検・整備して下さい。 

 

 

 

 

                                      

株式会社  菱 小  

取扱説明書  
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はじめに 

 

このたびは、「永磁リフティングマグネット」をお買い上げ頂きありがとうございます。 

本機を正しくご使用頂くため、本書および本機の安全ラベルを良く読んでご理解頂き、安

全のもとにご使用下さい。 

お買い上げ頂きました製品に損傷や、不具合がある場合は、弊社または購入店へ連絡して

下さい。 

 

なお、梱包内容は次の通りです。 

 

1. マグネット本体 

2. ハンドル 

3. 取扱説明書 
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■ 安全上のご注意 

1. 本機を不用意に操作すると、重大事故に結びつくことがあります。 

操作する人、および保守整備担当者は、本機の操作または保守を行う前に、次の

ことを守って下さい。 

 

 

(1)  本書の説明を完全に習得されるまでは本機をご使用にならないで下さい。 

(2)  常に本書を手元に保管し、安全に関しては特に繰り返し読み、内容を確認

して下さい。 

(3)  本書を紛失または破損した場合は、速やかに弊社または購入店にご発注下

さい。 

(4)  本機を譲渡されるときは、次の所有者に本書を必ず添付して譲渡して下さ

い。 

 

 

2. 多くの事故は、基本的な安全規則を守らない操作・点検・整備が、原因で発生し

ています。 

ここに示した「安全上のご注意」は、誤った取扱いをしたときに生じる危害と損

害の程度を「危険」「警告」「注意」として区分し、説明しています。 

なお、「警告」「注意」に記載した事項でも、状況によっては、重大な事故に結

びつく可能性があります。 

ご使用になる方や、他の人への危害や物的損害を未然に防止するために、必ず本

書および本機に表示・記載されている全ての注意事項を守って下さい。 

 

   

危険  

  （ＤＡＮＧＥＲ） 

 

誤った取り扱いをしたとき、死亡や重傷事故に結びつく

可能性が高い箇所の、危険メッセージ及び危険表示ラベ

ルに使用しています。 

 

警告  

 (ＷＡＲＮＩＮＧ) 

 

誤った取り扱いをしたとき、傷害や重大破損事故に結び

つく可能性がある箇所の警告メッセージ及び警告ラベ

ルに使用しています。 

 

    注意  

（ＣＡＵＴＩＯＮ） 

 

誤った取り扱いをしたときに、軽傷事故や物的損傷を招

く可能性がある危険箇所の注意メッセ－ジ及び注意表

示ラベルに使用しています。また、危険な習慣的行為に

対して注意する場合にも使用しています。 

 

 

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

 

 

 

 

このような絵表示は、必ず実行して頂く「強制」内容です。 

 



HT1286-13 

- 4 -

 

 

                                危険  

 

 

 

本機は、強力な磁気が発生しています。心臓にペースメーカーまたはその

他の医療機器をつけている方は医師の相談なしに本機の使用または、周囲

に立ち入るなどしないこと。 

 

 

 

怪我のおそれがあるため、吊り上げ物の下へは、絶対に立ち入らないこと

。 

 

 

けがのおそれがあるため、吊り上げ物を吸着して、人の上や人の近くを搬

送することは絶対にしないこと。 

 

 

 

けがや物的損害のおそれがあるため、吊り上げ物の上に乗って、人を持ち

上げたり、支えたり、運ぶ手段として使用することは、絶対にしないこと

。 

 

 

 

けがや物的損害のおそれがあるため、損傷していたり操作に支障のあるマ

グネットは絶対に使用しないこと。 

 

 

                                 警告  

 

 

 

 

けがを避けるため、本機の操作・点検・保守を行なうときは、必ずヘルメ

ット、保護メガネ、保護手袋、安全靴を着用すること。 

 

 

 

リフティングリングが、吊り上げフックからはずれないよう、常に安全ラ

ッチ留め金具の付いた吊り上げフックを使用すること。 

 

 

 

吊り上げ物が落下し、けがや物的損害のおそれがあるため、吊上げ物の重

量・板厚・巾×長さ寸法は常に吊上げ許容値を超えてはなりません。 

 

 

 

 

吊り上げ物の落下によるけがや物的損害を避けるため、本機の吸着面と吊

り上げ物との間に空隙が生じないよう、吸着前は必ず清掃し、平坦面に置

いてからＯＮにすること。 
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                                 警告  

 

 

 

吊り上げ物が落下し、けがや物的損害のおそれがあるため、絶対に吊り

上げ物を吊り上げたまま放置しないこと。 

 

 

 

 

吊り上げ物が落下し、けがや物的損害のおそれがあり、また本機の故障

の原因となるため、吊り上げ物またはその周囲の温度は、決して６０℃

を超えないこと。 

 

 

 

けがや物的損害を避けるため、本機のＯＦＦ操作は、吊り上げ物を安定

した場所に着地させてから行うこと。 

 

 

 

 

吊り上げ物の落下によるけがや物的損害を避けるため、マグネットを「

ＯＦＦ」にした後、マグネットを静かに上げ、吸着物が離れたことを確

認すること。 

 

 
本機の改造および分解はしないこと。性能が低下し危険です。 

 

                                 警告  

 

 

 

けがを避けるため、吊り上げ作業を始める時は、近くにいる人に注意し

、安全を確かめてから、作業をすること。 

 

 

 

けがのおそれがあるため、吊り上げる際、手・足を吊り上げ物の下に入

れないこと。 

 

 

 

けがや物的損害のおそれがあるため、吊り上げ搬送時、他の物体に衝突

させないこと。 

 

 

 

落下によるけがや物的損害のおそれがあるため、一度に多枚吊り、また

は多数個吊りをしないこと。 

 

 

 

吸着面積が小さく、吊上げ能力が低下し、落下するおそれがあるため、

吸着面が、細長い板面（通常、板の側面）を吊上げないこと。 

 

 

 

吊上げ物の「しなり」により落下し、けがのおそれがあるため、マグネ

ットを細長い物の長手方向と磁極の長手方向を平行にして置いてはいけ

ません。 

 

 

 

ズリ落ちて、けがや物的損害のおそれがあるため、斜め吊りや垂直面を

吸着する横吊りはしないこと。 

 

 

 

 

吊り上げ物が落下し、けがや物的損害のおそれがあるため、吸着してい

る部分が中空であったり、板厚不足や凹凸があったりする部分の吸着は

しないこと。 
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                                 注意  

 

 

 

磁力による故障のおそれがあるため、ＯＡ機器、計器類、時計等の精密

機器や磁気カードを近づけないこと 

 

 

 

 警告または指示プレートを、絶対にはがさないこと。 

（指示プレートにはアタッチメントなしの吊上能力を記載しています） 

 

 

 

 本機は、防水仕様ではないので、水中での使用または雨天での使用は 

 しないこと。本体内部に水が入り、故障の原因となります。 

 

 

 

 長期間使用しない場合は、吸着面が錆びないように油などを塗布して 

 保管すること。錆がひどくなると、吊上能力が低下します。 

 

 
 本機に強い衝撃を加えないこと。故障の原因となります。 

■ 安全吊上げ能力について 

1 .  各 型 式 の 吊 り 上 げ 能 力 は 次 の 通 り で す 。  

1） PLS100、 PLS200、 PLS300、 PLS500N1、 PLS500、 PL S6 0 0N 1、 PLS 600、

PLS1000、 PLS1500 

     材 質 ： SS400 相 当 品 に 於 い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(表 1) 型式別吊上げ能力一覧 

型式 

安全吊上げ能力 

自重 
最大吸着

力 

吊上げ物寸法（mm） 

平板 丸棒 平板 丸棒 

(Kgf) (Kgf) (Kg) (Kgf) L W Φ min-max 

PLS100 100 50 4 300 1000 600 50 - 100 

PLS200 200 90 6 600 1200 600 50 - 100 

PLS300 300 125 9 900 1200 900 60 - 160 

PLS500N1 

500 215 

14.5 

1500 1500 1000 

60 - 160 

PLS500 17 80 - 200 

PLS600N1 

600 270 

17 

1800 1500 

1200 60 – 160 

PLS600 20 1000 80 - 200 

PLS1000 1000 450 36 3000 1800 1400 100 - 350 

PLS1500 1500 675 52 4500 1800 1400 100 - 350 
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2. 吊り上げ能力の減少として、次の要因があります。十分に確認して下さい。 

 

(1) 吊り上げ物との間の空隙と吊り上げ能力 

吊り上げ物の表面状態や吊り上げ物の吸着面上またはマグネットの吸着面

に紙・ゴミ・ペイント･バリ･傷や表面の凹凸･面粗さなどによって生ずる空

隙で、その大きさによって吊り上げ能力は大きく異なります。 

表 2 で吊上げ物の表面状態による吸着力の変化を示します。 

 

面 粗 度  ▼ ▼ ▼  ▼ ▼  ▼  ～  

吸 着 力  100% 70% 60% 50％  

(表 2)吊 上 げ 物 表 面 状 態 に よ る 吸 着 力 の 変 化  

 

(2)  吊り上げ物の板厚 

板厚が薄くなる程、吊り上げ能力は低下します。 

  

板 厚  (mm) 
安 全 吊 上 げ 能 力  (kgf) 

1500 1000 600・ 600N1 500・ 500N1 200・ 300 100 

60 

100% 100% 

100% 100% 
100% 

100

% 

55 

50 

45 
90% 90% 

40 

35 85% 85% 90% 90% 

30 80% 80% 
80% 80% 90% 

25 70% 70% 

20 60% 60% 75% 75% 80% 

15 50% 50% 60% 60% 70% 90 % 

10 - 45% 45% 45% 50% 70% 

5 - - - - 30% 40% 

(表 3)板 厚 に よ る 吸 着 力 の 変 化  

 

(3)  吊り上げ物の面積と吊り上げ能力 

吊り上げ物の最小面積として、マグネットの両極（N・S 磁極）の全面にま

たがるだけの寸法（長さ･巾）が最低限必要です。  

しかし、マグネット吸着面と同寸法程度ですと、磁気回路が十分でないので、

安全吊上げ能力が確保できません。 

表 4 で安全吊上げ能力に対して必要な吊り上げ物の最低サイズを示します。 

 

PLS 

100 

PLS 

200 

PLS 

300 

PLS 

500N1 

PLS 

500 

PLS 

600N1 

PLS 

600 

PLS 

1000 

PLS 

1500 

200×200 300×300 350×350 350×450 400×400 350×500 400×450 500×500 500×700 

（表 4）安全吊上げ能力に対して必要な吊り上げ物の最低サイズ 

 

吊り上げ物の面積は大きくなると、吊り上げ能力は増えますが、大きくなり

過ぎるとプレートはたわみ、マグネットとプレートとの間に空隙が生じます。 
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この「たわみ」による空隙と、プレート搬送時の揺れによってプレートの「し

なり」が増大し、空隙が大きくなり、吊り上げ能力（吸着力）が減少します。 

この現象が吊り上げ物の大きさを限定します。 

 

 

(4)  吊り上げ物の材質による吊り上げ能力 

一般的に、非磁性材含有比率が高いものは、吊り上げ能力が低下します。 

鉄系合金でも、SUS303、304 などは非磁性材です。 

一般的な磁性材について、表 4 に「材質による吊り上げ能力」を示します。 

 

（kgf） 

          型式 

材質 

PLS 

100 

PLS 

200 

PLS 

300 

PLS 

500・500N1 

PLS 

600・600N1 

PLS 

1000 

PLS 

1500 

減少率 

（％） 

SS400 100 200 300 500 600 1000 1500 100 

S45C、SUS430 80 160 240 400 480 800 1200 80 

SK105、SUJ2 75 150 225 375 450 750 1125 75 

SKD11、FC200 50 100 150 250 300 500 750 50 

（表 5）材質による吊り上げ能力 

 

(5)  吊 上 げ 物 の 温 度 に よ る 吊 上 げ 能 力  

吊 上 げ 物 の 温 度 が 高 い 場 合 吸 着 力 の 低 下 が 発 生 し ま す 。 特 に 100℃

以 上 の 吊 上 げ 物 を 扱 っ た 場 合 、 PLS に 使 用 さ れ て い る 磁 石 の 吸 着 力

が 失 わ れ 回 復 し な い 場 合 が あ り ま す 。PLS の 耐 熱 温 度 は 80℃ と な り

ま す 。  

 

(6)  吊 り 上 げ 物 の 吸 着 面 積 が 小 さ い 場 合  

吊 り 上 げ 物 が マグネットの両極（N・S 磁極）と 全 面 接 触 し て な い 場 合

は 、 吊 上 げ 能 力 は 吸 着 面 積 の 比 率 で 小 さ く な り ま す 。  

ま た 、N・S 両 極 に 均 等 に 吸 着 す る こ と が 必 要 で 、N 極 に 多 く S 極 に

少 な く か か る 場 合 、吊 上 げ 能 力 や バ ラ ン ス 面 か ら も し て は な り ま せ

ん 。 表 6 に接触面積による吸着力の変化を示します。 

 

接 触 面 積  100% 80% 50% 25% 

吸 着 力  100% 75% 35% 10% 

(表 6)接 触 面 積 に よ る 吸 着 力 の 変 化  

 

(7)  マ グ ネ ッ ト の 運 搬 作 業 中 は 、 吊 り 上 げ 物 の 水 平 を 保 っ て 下 さ い 。  

傾 斜 し た 状 態 は 、そ の 角 度 に よ っ て マ グ ネ ッ ト の 吸 着 力 が 減 少 し ま

す 。  
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■仕様  

 

1. 技術仕様及び寸法 

 

 P L S 1 0 0  P L S 2 0 0  P L S 3 0 0  P L S 5 0 0 N 1  P L S 5 0 0  P L S 6 0 0 N 1  P L S 6 0 0  P L S 1 0 0 0  P L S 1 5 0 0  

A  ( m m )  1 0 4 . 5  1 4 4 . 5  1 6 0 . 5  2 5 5  2 2 1  2 9 5  2 6 1 . 5  3 1 0  4 6 5  

B  ( m m )  7 0  7 0  9 0 9 0  1 0 0  9 0  1 0 0  1 2 0  1 2 0  

C  ( m m )  ( 1 3 5 )  ( 1 3 5 )  ( 1 5 5 )  （ 15 5）  ( 1 6 9 )  ( 1 5 5 )  （ 16 9） ( 2 2 1 )  （ 22 6 . 3） 

自 重  ( k g )  4  6  9  1 4 . 5  1 7  1 7  2 0  3 6  5 2  

最 大  

吸 着 力  

( k g f )  

3 0 0  6 0 0  9 0 0  1 5 0 0  1 8 0 0  3 0 0 0  4 5 0 0  

安 全 吊 上

げ 能 力  

( k g f )  

1 0 0  2 0 0  

 

3 0 0  

 

5 0 0  6 0 0  1 0 0 0 1 5 0 0  

丸 棒 吊 上

げ 能 力  

( k g f )  

5 0  9 0  

 

1 2 5  

 

2 1 5  2 7 0  4 5 0  6 7 5  

φ m i n / m a x

 ( m m )  
5 0 / 1 0 0  6 0 /1 6 0  8 0 / 2 0 0  6 0 / 1 6 0  8 0 / 2 0 0  1 0 0 / 3 5 0  
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2. 各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 .  本 体  

2.  ハ ン ド ル  

3.  ス プ リ ン グ ロ ッ キ ン グ ピ ン  

4.  フ ロ ン ト カ バ ー  

5.  バ ッ ク カ バ ー  

6.  ト ッ プ カ バ ー  

7.  リ フ テ ィ ン グ リ ン グ  

8.  銘 板  

9.  ハ ン ド ル 取 り 付 け 穴  

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 



HT1286-13 

- 11 -

■操作方法 

準 備  

1.  開 梱 し マ グ ネ ッ ト を 取 り 出 し 、 水 平 な 鋼 板 の 上 に 置 き ま す （ 鋼 板 の 上 に 置 か

な い と ハ ン ド ル が う ま く 動 き ま せ ん ） 。 特 に 吊 上 げ 能 力 の 高 い 物 は 、 こ の 時

リ フ テ ィ ン グ リ ン グ に ク レ ー ン の フ ッ ク を か け て 取 り 出 す こ と を 推 奨 し ま

す 。  

2.  本 体 や 吸 着 面 に 大 き な 傷 や 打 痕 が 無 い か 確 認 し ま す 。  

 

 

 

3.  ハ ン ド ル を 取 出 し 、 ハ ン ド ル 取 り 付 け 穴 に ね じ 込 み ま す 。  

※ ね じ 込 み 難 い 場 合 、 添 付 ハ ン ド ル 組 付 け 手 順 方 法 参 照 く だ さ い 。  

 
4.  ス プ リ ン グ ロ ッ キ ン グ ピ ン が 正 常 に 機 能 し て い る こ と を 確 認 し ま す 。  

5.  フ ッ ク に マ グ ネ ッ ト を 取 り 付 け ま す 。安 全 ラ ッ チ を 併 用 す る こ と を 推 奨 し ま

す 。  

 

操 作 方 法  

マ グ ネ ッ ト を 操 作 す る 前 に ， ま ず 安 全 上 の ご 注 意 を お 読 み 下 さ い 。  

 

1.  吸 着 面 の 確 認  

使 用 す る 度 に 事 前 に マ グ ネ ッ ト の 状 態 を チ ェ ッ ク し て く だ さ い 。  

マ グ ネ ッ ト の 磁 極 と 吊 り 上 げ 物 の 接 触 面 を き れ い に し て 下 さ い 。  

必 要 な 場 合 、 砥 石 や ヤ ス リ で バ リ 、 凹 凸 を 除 去 し て 下 さ い 。  

 

2.  吊 り 上 げ 位 置 の 確 認  

マ グ ネ ッ ト を 吊 り 上 げ 物 の 上 に 置 き ，吊 り 上 げ た と き に 水 平 が 保 て る よ う に

位 置 を 決 め て 下 さ い 。  

出 来 る だ け 正 確 に 吊 り 上 げ 物 の 重 心 を 決 め て 下 さ い 。  

 

3.  ON操 作  

ハ ン ド ル の グ リ ッ プ を 掴 ん で 、ス プ リ ン グ ロ ッ キ ン グ ピ ン で ハ ン ド ル が ロ ッ

ク さ れ る ま で 回 転 さ せ ま す 。  

ハ ン ド ル が ロ ッ ク さ れ た こ と を 確 認 し ハ ン ド ル か ら 手 を 離 し ま す 。  
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4.  吊 り 上 げ 時 の 確 認  

吊 り 上 げ 物 を 数 セ ン チ 吊 り 上 げ ，充 分 に 吸 着 さ れ て い る か 見 る た め に 力 強 く

押 し て み て 下 さ い 。 こ の 時 、 決 し て 吊 り 上 げ 物 の 下 に 手 ・ 足 を 入 れ な い で 下

さ い 。  

 

5.  搬 送 時 の 確 認  

衝 突 ， 揺 れ ， 衝 撃 を 与 え な い 様 に し て 下 さ い 。  

決 し て 吊 り 上 げ 物 の 下 に 立 っ た り 、 手 ・ 足 を 入 れ た り し な い で 下 さ い 。 ま た

吊 り 上 げ 物 は 水 平 に 保 っ て 下 さ い 。  

 

6.  着 床 及 び OFF操 作  

吊 り 上 げ 物 を 注 意 し な が ら 、 平 ら な 面 に 降 ろ し ま す 。 ス プ リ ン グ ロ ッ ク ピ ン

を 押 し て ロ ッ ク を 外 し 、 ハ ン ド ル の グ リ ッ プ を 握 っ て 、 回 転 さ せ ま す 。 こ れ

で マ グ ネ ッ ト が 、 OFFに な り ま す 。  

ハ ン ド ル か ら 手 を 離 し ま す 。  

 

OFF側 に は ロ ッ ク 機 能 が あ り ま せ ん 。  

途 中 で 止 め て し ま う と 、 残 留 磁 気 が 強 く 残 り 、 吊 り 上 げ 物 が 落 下 し 、 け が や

物 的 損 害 の お そ れ が あ り ま す の で 、 ハ ン ド ル が 確 実 に OFF位 置 に 来 る よ う に

し て く だ さ い 。  

 

注 意： OFF操 作 を 行 う 際 に 、吊 り 上 げ 物 が 薄 か っ た り 小 さ か っ た り し ま す と 、ハ

ン ド ル が 急 に OFF位 置 に 戻 る 場 合 が あ り ま す の で 、ハ ン ド ル を し っ か り 握

っ て 操 作 す る よ う に し て く だ さ い 。 け が の 恐 れ が あ り ま す 。  

 

注 意 ： 軽 い 吸 着 物 又 は 残 留 磁 気 の 残 り や す い 材 質 （ 硬 質 材 等 ） は 、 残 留 磁 気 に

よ り ス イ ッ チ オ フ の 後 も 、 マ グ ネ ッ ト 吸 着 面 に 残 る こ と が あ り ま す 。  
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■保守点検 

永磁リフティングマグネットを安全に使用して頂く為、ご使用前に下記の項目に沿って点検

を行って下さい。 

また、点検項目に記載されていない事でも、使用上不具合が感じられた場合は、直ちに使用

をやめ、弊社、または購入店へお問い合わせ下さい。 

 

点検項目 判定基準 処 置 

磁極のキズ、サビの有無 

［毎使用前］ 

凸状のキズ、サビがあってはな

らない。 

砥石または、ヤスリ等で除去 

する。 

１０％以上の凹状のキズがあ

ってはならない。 

切削加工などにより、除去し吊

上げ 能力により判定する｡ 

ON-OFFハンドル 

［毎使用前］ 

切り換えに支障がある変形・ガ

タ等による不良があってはな

らない。 

ハンドル交換 

リフティングリングの変形 

［週に一度］］ 

5％以上の変形や摩耗があって

はならない。 
製品の交換 

組立ボルトのゆるみ 

［週に一度］ 
ゆるみがあってはならない。 増し締め 

銘板・表示板の損傷 

［月に一度］ 
読めなくてはならない。 交換 

吊上能力 

［年に一度］ 

使用開始１年経過後の定期検

査 
弊社 

■保証について 

1. 本機の保証期間は、納入後１年間です。 

2. 保証期間内に、取扱説明書・注意銘板などに基づく正常使用状態での故障は、無償

修理いたします。 

3. 保証期間内でも、下記の場合は、有償修理とさせていただきます。 

      (1)通常、正常と思われない使い方による故障。 

     (2)弊社によって行われていない改造による故障。 

      (3)火災・水害・地震などの天災による故障。 

        (4)落下・衝突による故障。 

      (5)正常な摩損。 

製 品 に 関 す る お 問 合 わ せ 先  

     

 
株 式 会 社  菱  小  

 

 本 社 営 業 所    TEL   0 3 - 6 6 5 9 - 9 0 2 0      東 京 都 墨 田 区 太 平 2 - 3 - 3   

K O I K E第 2 B l d .  2階  

 

 大 阪 営 業 所    TEL   0 6 - 6 7 8 2 - 8 8 0 1     大 阪 府 東 大 阪 市 高 井 田 西 3 - 8 - 1 9   

 中 部 営 業 所    TEL   0 5 2 - 8 8 3 - 3 0 3 1     名 古 屋 市 瑞 穂 区 牛 巻 町 1 2 - 9   

 川 越 工 場  ﾌ ﾘ - ﾀ ﾞ ｲ ﾔ ﾙ    0 1 2 0 - 2 4 - 1 7 0 1   埼 玉 県 川 越 市 芳 野 台 2 - 8 - 9   
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PLSシリーズにおきまして、中には磁石の反発によりハンドル取付用タップ穴がフロントカバーに

めり込んでいる製品がございます。

つきましては下記の手順を参考に、ハンドルの組付けをお願い致します。

フロントカバー

手順①
・下図〇印部に、レンチ等の細い棒を挿入して下さい。

手順②
・下図の様に回転させ、タップ穴をハンドルが組付けやすい位置に移動させて下さい。

手順③
・手順②の状態で、下図の様に付属品のハンドルの組付けを行って下さい。

       ハンドル組付け手順方法

フロントカバーにめり込んでおり、

ハンドルが組付けられない。

 


